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【小学校国語】

平成24年度全国学力・学習状況調査 問題例

A問題回　情報を関連付けながら三七合う
【クループで出された内容を整理した図1
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寄せ書きを書いて

もらう人

●たん任の先生

・学級のみんな

校内音楽会で歌った1吹

　●もみじ

　●ふるさと

．寄せ書き

村山さんへの

プレゼント

歌

村山さんが好きな歌

●ピリーブ

●つばさをください

●ふるさと

　　　　　　　　　畢・

【グループとしての提案を決めている様子1

今田　それでは，グループとしての提案を決めること

　　にします．転校する村山さんへのプレゼントは．

　　寄せ書きと歌の二つでいいですか．

全貝　はい．

今田　寄せ書きを書いてもらう人は，．たん任の先生と

［三コ・構・書・・中…く絵・・

　　似顔絵と村山さんが好きなバスケットボールに

　　します。歌は．校内音楽会で歌った歌で．耐山さん

　　欄・螺・あ・．［＝三コ蝋・・んな

　　で歌うことにしたらどうでしょうか・

全員　はし㌔いいと思います．

・今田　では，これらをグループの日案とします．

●

魎ア　収集した情報を関係付けながら話し合い，

イ　収集した情報を関係付げながら話し合い，

整理した図の中から適切な内容を敢り出して書く

整理した図の中がら共通する内容を取り出して書く

囲
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【小学校算数】

A問題回除法の章味（基準量を求める場合）回
赤いテープと白いテープの長さについて，次のことがわかっていま．す。

赤いテープの長さは120cmです．

赤いテープの長さは，白いテープの長さのO．6倍です．

｛1｝赤いテープと白いテープの長さの関係を正しく衰して駐る図はどれですか．

次の．竃から．4までの中から．1塊ん℃その鴛縮きましょ』う・

藩二1
3

　赤いテープ
　白いテープ

120cm一

匹　　　一鵬

　　　　O　　　　　　『0．6　　　　i　　　　　　　　　　（倍）

4奮こ擁響蕊， ノ

12｝白いテープの義さを求める式を書きましょう．

　ただし．計算の答えを書く必要はありません．

騨：謙こ；＝雑欝＝雑舗：論難葬ヲ募麟難岬を選ぶ

圃
（1）

（2）

4

（｛列）　120÷0．6

3



【小学校算数】

鳳

「

白問題回

　　　　回

事象の観察と判断の根拠の説明

　ゆかりさんの学校には．小型と中型の2穣類のとび籍がありま．ず。

．，3輌と．塒明翫ω高駄1段．が3。㎝．2卿悌膿でが

燃それlo㎝で†．

．中型のとび絡の1段ごとの高さは．；段ロが35cm，2段目から4段冒までが

それ：｛「れ｝5cm．5段目から8段目まノでがそれぞれ」Ocmで℃ず．

小聖のとび箱｛8醗，

中墾Oとび霜｛8段⊃

〔21ゆかりさんたちは先生から．小型と中型のとび箱を．同じ高さにして

　準備するようにたのまれました．

　　まず，みんながよく緯習している小墾のとび箱を5段にしました．．

　そのときの高さは70cmでした．

小型のとび箱（5段）

｛3，ゆかりさんたちは．それぞれ何段の高さのとさに．2つのとび箱が同じ

　高さになるのか．調べることにしました。

　　すると，小型のとび箱を3段にして中翌のとび箱蓼2殴にしたときに，

　同じ高さになりました．また．小型のとび範を6紋にして中型のとび篇を

　4段iこしたときも．岡じ高さ1こなりました●

小蟹のとび箱

　運翼

中型のとび箱

・，o辱 u雪，一・，，層

虚層噌

総
9 35㎝．

15㎝

15㎝

．幡㎝

o量。

70㎝

50c吊 置　　　2　　　　し

　　次に，中型のとび箱を小型のとび箱と同・じ70cmの高さにしようと思いまず．

　　　中型のとび箱を70cmの高さに†ることはできま．すか曾

　　㌔下の1と2から正しいほうを選んで．その番号を書きましょう．．また，

．　その番号を選んだわけを．言葉や数を使うて書きましょう．

80瓠

爾、
一一……一

．
㎜…一

肌
　
　
㎝

壕
5
0…｝

　
「
「

7
「
「
喉

㎝
㎝

6
隠

一
・
・
▼
ギ

㎝
30

凸

…
＼
コ
ゴ
懸

・
㎝
隔
日

霞
り
0
0

1
－
1

て
．
｝
，
4

㎝
，

11｝申型のとび籍蜜8叙にしムときの嵩さを求める式はどれですか．次の

　1から4までの中から1．つ選んでしそω書号を書さましょうb　．　．ノ．

霊　35＋15翼8．

2． R5＋15x7

3　35＋i5x4＋IOx3

4．35＋15x3＋10x4

1　中型めとび籍を70c田の高さ．にする：とはできる．

2　中型のとび箱をワOc旧の高さにすることはできない．．
　　　　　　　‘

魎（1）　中型め跳び箱を8段にしたときの高さを求める式を選ぶ　　．　・．　　　　　・

（2）　中型の跳び箱を70㎝の高さにする．ことができるかどうかを判断し，そのわけを書1く

（3）　2種類の跳び箱を30㎝高くすると同じ高さになるわけとして，正しい記述を選ぶ

圃
（1）

（2）

（3・）．

4．

号
け

番
わ

3

2

（例）中型のとび箱を3段にすると，高さは65㎝です。次は．15㎝高くなるので，

　　　　だから，中型のとび箱を70㎝の高さにすることはできません。

＝このとき．2つのとび箱が同じ高さになるのは50㎝と80cmでした．

50cmから30㎝高ける胴じ蹴1＝なることがわか。1鉾．

　なぜ30㎝高《すると同じ高さになるのですか．そのわけを．次の

1から4までの中から、1つ選んで．その番号を書さましょう．

雪
2
3
4

30㎝の．「30」が10と15の最六公約欽だから．

30㎝め「30」⇒415と30の最大公約敬だから．

30cmのr30」が10と15の最小公倍獄だ．から．

30㎝の「30」が15と30の最小公倍数だから．

4段にすると，高さは80㎝になります。
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【小学校理科】

問題団（1）（2） 物質に関する問題
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　＼

1マ 。●

ゆ1唾

　　　　　　鼠●騒駈
20ピる轟　　　†吋7に”しτ

　　　　　　つ‘幅曜り樋‘ぶ｛る

◇
■一　　　●●

［＝コ互墾r ［＝＝＝コ9

9冒ぷ■・らゆ．，《リヒ“蚤藁驚さ廿てワ《，たも。τち

露一

賓喰飾．離
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　　乙コ■＝コL一一一亨。オ

乙＝一一一下。寛

　‘蓬轟驚雪せるζ．ピれひらし

縄じ量6｝砂魯◎o出rr　9重した●

いよし予肇ん巳亀鼠ゆ糖2嘆っτ喬ジ墨一スモつ《しはした・

　よ。螂』塞がら〆ヒ硫ている楽砂導。ようずを農した巴にご“τす，㌔

TO噛ひら．4塞τσb雫字ら1弓遇んで．そ⑦書号r書さ塞し8う。3た・

’を。臓号層遷んだわ1書を書§虚し4う9

簡り呂一ス。■つ｛り婁

　　笥と　　臆5

　　ピン　ムれる

璃
　　　の」　ピンを

　　　ゆもしてよ‘灘ぜ弓

　　　　　一

⇒1鱒。
　　　　欄ひも自た●2『：

　　　　隔り穂6，u，6．

20ロ像

禽ジ8冒翼。寛虞

歯
喉ψ曽陰†べτ

ピけτ覧●ゐ，

よし子さんは．

し’3．

臼分。曜え層鳳かめるためr：．下ρよう崔；買駅蛋行い塞

「一「　　　　　　　　　　　　一
」しテ惣ん

　　　よし予さん。旧臣017，ρ9に◎て醤1る‘O管・’「儒1．噂’ら

　　42τ09●・らIr魂んマ，せ。魯響竃．露32しこ1・

噂229よ’際‘な，τい憲した

2　229【寵2囲τい塞嬉ん1「しみ

3229よ乙舳《な，て噂しゐ

4　ビニ置戸《ろ”日曜蔭巳7にな哺τい葦した

曝

」ほさん。霊盤olイ｝僻に。τロ1るもの蜜・下01朝

42で⑦中“ら1つ毫んτ．そ㊨■号忌書，オいう・

　　・　1929より軽くな，てい重した

　　2　192巳と覆齢一レて噛確せんτL亀

　　3　四29よ1置重《な，τし’鶴た

　　4　ピ乙喝ぶ《ろヒλれ鋤ヒ卓800働重”震さ尽，r二な¶τし壇した

2

鷺嚇塗

　　ニポ1卜τ」」“＝『，　1

輯可．下。万鵡。・i

　尭畜鱒・も．漁rな嘔・：

　　　　　　　　　　ヨ　よ51二ゆ鴨《・童ζ極じi

　量。り毯幽霊‘6．　　i

華箋

2員じ褒n輔帆13率薯幅1・醜｛

zラ4附，翼に勃i鱈・幽τ響鱒罰

　せる．　　　　　i　口5匡べる・

　　　　　　　　　｛

　　　　　　　

ノ

出
　
…

曽i翻

@：

@　ヨ

P．

3 4

岡 圃
　よし干惣ん健．国劇した●ジ3一翼。」」o力驚†《」■．啄鳳魯し倉寸・

　鱒ジL一貫彪【吋τいる襯。こξ書．艮明しτいる亀0にビ鯉τ†8㌔

・FO　1から4重τo申“も1つ司んで．そ。■，さ書92し‘う・

雪上。写。頼⑦こ引声巴▼『亨よ馳，い†し㌔

2上⑦方0り『瞳0；さ駒下0オ塞”し二魅㌔

3上0宵4コ」鋼■0ζξ目し70ゴ「と臼じ●

4　」ゴ隅『櫨．砂騰■8と1書τ・・な覧も・

晦（1）

（2）

「灘糖を細かく割ったときの全体の重さ1・ついて，当てはまるものを選ぶ

「鳩糖を水に溶かしたときの全体の重さについて，・当てはまるものを選ぶ

圃
（1）

　　（2）

2

2
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【小学校理科】

問藺回（1）（2）．（3＞．．生命に関する三徳

回撫糠r纏r蜘
．　　　　‘1，　徳予さん腫．虫め■曾ねでサフラの第をξ寮してい2す●

　　融かせないもの壱．灘～鍾輩．Lマ｝・る0はビれで†餌〒o価・ら．

　　4隻τのウからh篭んt受⑦碗警髄墜し2弔．

　　愈　　　．　　・　　　　　．　2

膜
虫翻醜上下鵜餌・　　飾幽壱謝看も改”．

　　　　　　　駈鱒『蝋

3　　　　　　　　　　　　　　．4

画

　　皇めがね壷蠣顕t鰐穫に．

　　隣剛・

塵（1）「知識」「

（2）「活用」

（3）・「活用∫

－虫め煽聖鰍に脚．

叢謙竃器雛

．2燃・卯り9よう†oちが噌畑i：麟．・あるヒ彦え，ζれ雲で

の鰹察鑓録を6ヒ鵬．76■0ように竃と論ξし拙

圃
（1’）

（2）

（3）

2人重¢多とめゐ団0中0「ラF一・「；r1仁獅ては濫るサノラ命よi†の

．写真書．下の‘ dから4垂での中ひもそれぞれ1？避んで．そ。魯号そ

勢塞しよう・

1　’　　　　　　　　　　　　　2

3 4

虫眼鏡鑓励欝聯腿ぶ　　　　　．．　．
4月25日置サクラの様子について，．』データを基に，それぞれ当． ﾄはまるものを選ぶ

サクうが開花する脚・つし監データを基lr葱それ当て1牢まるうのを選ぶ

4． @．－　』　．　．・・
　　　ヒア：太郎さんの地域のサク．うの様子、2

太郎さんの白白　4　　花子ざんの地域　1

イ：花子さんの地域のサクラの様子　3

6

1灘　「Fの自は・岡じ■肇蕩量：骨7ラ6嬉6：さ§触3㌧’r地動民ごと零：・ρ亀で区切，

たもゆでずづ

　太邸愚んと花干さん1よ・，それ．ぞれど。昆滅に．陰んでい雀†φ’．伽日

から献．下曜の1。馬4まで0中からそれぞ桓つ電んで．その

『●号を書，塞し」弓●



【小学校理科】

問題回（1）（5）エネルギーに関する問題
回。雑。。。．3。。噺・・い・・嚇・一脚端・・

　　　を考えな●τら愛らせ憲した・

　　i萄　墨10コース曜勾墳遺τ寸．二房コースは娠が葛なため．この奪しゴー

　　　ルまτ」しる：と●・τ91せんτしな．そ・：τ」3人が｛れぞ孤。畢髪丁のよ

蜜……臨
．鍮

／
「ヴ

　ゴム忌ねじる田陰を

多《し．元にも【ろう

とずるカ…強《ずる9

／

　屍5隣，て，£彫也

に幽τる【ア｝響

彊（する．

’擢嵩‘鳳⑨

　●・ん竃池。はみら，

で．モーラ。誓日しτ

勘《．

　かん電鴻看2つ風い

　　イ　｝つなfl：†

6・

正干さん獄郎さん匡ご。」うな工戴し3した．、‘7レ

｛　イ　，o噌・に』τ1工馨ら図引ε．そρtぞA書，2し．ε弓・

魎（1）

（5）

囲
（1）

（5）

　17｝第20コース匪，ゴールエリアO中に軒止ぬ6コーXτ雪・飾望ん

　　は．ゴムで蜘｛羅ならゴムをねじる■霞を蟹オること℃ゴールエ1昼7弱ウ

　　に止のる：とφ．τ響6じ‘毘蕊し’；・

麟1下縁
　偏⊃

皐4

歪3

ゴム誓遠しりた6ロヒ皐。連んだ響温1，0悶“

60

翰し，酬ロ

・旧Igo

圏20■

圏3口●

　よ0プ，7●・ら4え・6ヒ．コー4ρエリア0巾に準警土のるに“・ゴム驚

何四鶴じ“ぽ」いでf唱・．下。¶鯛42τω†かも1¶週ん㌃モ

。昏サ｝書魯9し」う’

・
2
3
4

80日

Ioo圏

昌25咽

200ロ

Pき弓3σ，コース認．早らな迅聴い瞳闘意らせる2一罵τ†・虞885んが

．串・㎝嗜べる乙．・鳴蹴2つセ釧弓な智にrrれ峨卓は長し燭悶愛も二

　【がわか叩3しみ．

　鵡さん賎τoよi巳：4・ん電地…つなざ1したゆ、取。違厩力唱8

　え．下01．・ら4まτr沖ひらP遇心で．その的儒，謹し塞う・

l
l
・
の
B
ほ
穿
南

ひ6

黷k

皐
。
遜
行
万
向

．・ん電蒐1つ⑦め含。，七一7－o雷転方禽と翠碗■卿万由

電 2

樋
　
一
　
　
聞

溶　　　　F　　　　　　　　「

3 4

，　　　　　　一

「

「知識」・

　　車を動かす力を強くするための工夫について，光電池の特性や乾電池

　　のつなぎ方から当てはまる言葉を書く

「活用」

　　水の状態変化の説明として，当てはまる言葉を選ぶ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（エネルギーと粒子の総合的な問題γ

ア　光

オ　5

イ
カ

直列

7　　キ

6

i・1正予さんと次邸さんロ．：菰2でにつ《噌た享。‘ユかに．下。ような国電

岩あ筐た轄憎口頃つ《りました．

　　2Aは瀞1ρ風遭コー翼で亀亀石τ艶く孚92らゼてる謹した帆順電

　憲」しり2｛陰んでした・

2人峨肌忌聖｛しみl」．3イ‘o糧｛醐鱒団。鯛やした暢ず

鵬乳竃竃石ωロたら，は9‘なり．皐に憂峨モよ6竃」賦εした・．モ＝τ

2規．鮒酬r匙鰐◎・蝿た制ζモ龍ぞれ’m穏。」「うに鮪費獣

τ．寛鷺吋西…直てfした冒

盈
1

ら岬熏
u管駅ずると，竃陞500壷．6逸‘なrτ．阜ロ巴遺層上

@　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　．

＝亀な覧・血齢

【o　， ‘工　，

@鳳9憂き
　　　　L

ｳ楓 A
　
　
　
　
陶

　，価。引臨脚Ψfピ．電6石n日樋’胤‘な，て．畢はξ

�W上ると昌うよ．

悪
』
客
略
曹
ん
　
、
　
　
　
　
　
1

匡△る色曾 星亀暫し鳴畳

1工　⊃ ‘ウ，

ｨ口。曇き

胡じ網‘τ助《皐縦rτ．モ醜伽鱒腿えて寛魁絆・

傾云”さんは，も09動●・寸工糞鯛腫‘い・か9丸．下。ような璽置5

　つ《り。ま母2乙に曜罵Uした．9

幽郎書ん

　アラス，0守0‘誓．L陰rヒう碧響るヒ，噌μ盒唖に晃えない

‘オ　，隠褒←り＝7●‘G虞滝たホ4●．ガ9ス響rら

讐いよ《山て明娠に虜たると」鼠鼻’「匿り2す●

　羽蔽に5ゐ弓τいる轟た■，ゆぼ白ζ■に見△るのは」｛瞭　｝

“重風？で凄や望れて，‘カ，1ξ髭わ弓去‘璽6で了。

「
i

1

．
鳶

刷
」
駄

，ガ，異響

　　　卓！！
．．，，石老

‘コ「1

上0嚢0｛ウレくエ⊃のウ1：6て邸る富溢．癒ぞ乱髄

ましょう．

「霧・餌・脚三山・・，臨・・‘

’　慶える憧質を糊しτL・るからだね6

」【鯵さんζ震干さん畢｝含鱈。ξオ，・‘カ⊃・‘

て‘之重る書厳．下。口。輯・らモれそれレ珊ゐで．そ。侃董書92

し」う．

厘
　ま弓」，4

争｝o亨に部

3

・「7無　　2姻惚叩3蹴　4、リヒう石

　5　妄「fム　　6　羽轍　　　　7　濁餌　　8　時闘
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【小学校高科】

問題回．．（．3）（4）r

　回翫1．，。2圃．。。＿ll勅、伽，。．，』

　　べ含L辱下・3裟⑦烈そ吟噸よ噂畑・

　刷●9時　　　　盈単’　　　　　午後憎

（5》心慮に関する問題

馴3轍博。煽砺餅．■し《隅ぺ7，1る侃ご醜↑鞭．701

から4重で。やひら1つ遷んτ．そ。■董寝書9響し置り．塞た．．‘そ。

け三岬さ瓜右・よう・梶

墜筐盟匡驚誕ヒめ2し．た●

　：090率。鱈fO農さ。焚

髭警オこめたダ少7は【「れです

．、〒㊨竃ひ㍉4ま肋？

．から虻つ遷んで，モ6唇号を書

鍾塞」よ弓．、

吟砿勲加鰭9糞ゆ．

　1　　　　．

5望　一興
　　　＿，i

　　　／弱」

5Qlの

朔L貫lo鱒●・ら5E午82では。

木。斜ずゆ8あり’2嘘んでした．

2

．〔．1．三郎さん12．閣じ80午鶴ll碕の憲の‘3すを．写真にとり2しみ。

　午廓巳G鐘から正午艦重ではボネの帆了びなかったことから考える起．三

．堪乙がと，た写真はど甑で↑ず・下。，から喉震τoゆから1つ逼

ん威．そ06号鰭§2い5。

2 豊
電 2

極　三鰯さ4．は．鯛じgに敷3響12■’1置霊した・

　＝06n・’星fOよ5すひら130箕気讐詞『之ると．気温。》寝化書載し毎ダ

　多7匡どれで†ぴ・下⑦16覧ら4垂．↑”■．亀ら1唾んt肇。◎号蛋

．書§鎮‘う；銑，そoo号を畝搭捌鰭，2u塁．　　　　　　．

1　　　　　　　　　　　　　　．2

3　． 4

醜

3

鱒　　緬ひ肋量警　艦　網　邑
健a　　　　　，

じ

壽
捕
の
審
0
5
1
5
　
● ，　10　1r轟ひ　，　響　3　艦

’脚凱ﾋ．

3　　．

●φ3二うなうすし1雪”露られた．

4

3　　　　　　　　　　　　　　　　　4

　　　　　　　　．8肋脚煕　開20画

、ヒ≡ヨ＝捺
　　　　　　　o　　　　　　　藁　●1●1ほ与．　　3鯛ら

　　咄蜘枷・r硯㎜蜘…．．　　　　　　　　　　　　　　　　舳撫唱槻ら犠●oよう刷見ら鳩’
』最遠」　・．．1．．．．．・1．』．層・．．∫』・．1

．（4）．儲諭1ずの三鷹幽〒⑳幸の騨1ヒr表しなグラフを駆．

て5）「激烈かマ蹄の騨テr華ぶ・1．　1　．旨、

圃．澗畑騨r関騨τ卸獅た7ラ脚駅蹄　　’
1茸；一1．＿．’．‘．．．・’．　．．・■．．　　　．パ　、

（r）4． D馴例健墨型正午前まではくうっていなので気温はあまり変やらない力勉以外の騨敵いた⑱温
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【中学校国語】

団
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

羊
毛
で
で
き
た
蚕
は
・
議
の
仕
方
に
呈
し
な
い
と
縮
・
で
し
ま
う
・
と
が
霊
室
．
．
』
の
さ
つ
な
現
象
。
．
ど
う
し
。
§
る
。
で
し
ょ
」
つ

か
・
こ
れ
は
・
董
の
・
も
ぞ
い
る
性
質
に
よ
る
も
の
で
す
。
羊
毛
の
番
旨
、
ス
ケ
ん
と
呼
嵯
る
等
毒

し
た
う
ろ
こ
状
の
も
の
が
あ
り
手
・
こ
の
ス
ケ
ー
ル
は
、
賎
状
舞
と
履
’
し
．
い
る
の
芋
が
、
沓
ぬ
れ
る
と

響
や
す
く
な
る
と
い
う
篤
を
も
・
て
い
手
」
・
ケ
ん
が
闘
い
た
皇
室
べ
・
す
。
た
暑
み
洗
い
を
し
た

り
す
る
と
・
馨
ど
う
し
が
か
ら
み
奪
て
裏
ま
が
な
く
な
る
フ
ェ
ル
ト
収
縮
と
呼
ば
れ
る
現
象
が
起
き
、
縮
ん
で

し
ポ
享
・
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
は
・
押
す
考
に
手
浅
・
す
・
な
ど
優
し
く
扱
ケ
・
と
が
奇
で
㌻
．
庭
、
水

の
温
度
を
途
中
で
剃
る
こ
ど
叢
禁
で
実
蓼
温
度
変
化
は
、
嚢
に
強
い
カ
を
か
け
た
の
高
じ
．
．
と
量

り
、
や
腰
り
縮
ん
で
し
ま
う
原
因
と
な
る
の
で
す
。

し
う
；
忘
れ
て
は
い
け
な
い
・
と
が
あ
り
手
。
そ
れ
は
、
羊
毛
が
ア
劣
り
攣
褻
に
弱
い
た
ん
ぱ
く
零

で
き
て
い
る
と
い
う
・
芝
で
す
。
7
ル
カ
蓬
の
洗
剤
や
悪
の
蕎
で
洗
・
つ
と
、
塁
そ
の
も
の
が
署
し
て
し
ま

い
・
羊
毛
が
本
来
も
ぞ
い
る
書
か
さ
斐
詫
て
し
畜
ま
す
。
そ
れ
を
防
ぐ
た
・
め
に
は
．
中
事
剤
を
使
い

釦
スケールが臨じて

いる状態

スケールが開いて

いる状態

三
＋
度
程
度
盆
る
嘉
で
洗
う
の
…
と
さ
託
・
・
手
。
暑
書
覆
毒
冷
・
・
妻
・
飢
寒
っ
て
も
、
。
の
で
。
な
。
か
、
思
．
芳
が
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
．
し
か
し
，
そ
れ
で
は
洗
浄
力
が
落
ち
ま
す
。

衣
竪
叢
蓋
い
襲
黍
暫
・
…
議
・
す
・
際
・
気
・
付
・
・
馨
が
示
・
・
て
・
手
．
・
・
。
入
，
の
。
、
タ
ー
や
カ
ー
デ
ィ
。
ン

な
ど
廉
く
大
切
に
馨
た
め
に
も
、
洗
濯
の
仕
方
に
つ
い
て
正
し
い
知
馨
も
ぞ
お
き
奮
あ
で
寸
。

二
盗
い
．
甦
付
い
て
い
叢
り
扱
・
二
型
の
；
で
す
華
南
で
で
き
叢
叢
・
本
券
内
容
を
・
支
て
洗
詣
る
響
，
次
の
取
，
扱
い
絵

業
の
内
琶
如
毛
気
を
付
け
・
け
れ
ば
・
・
な
…
梼
・
す
・
．
あ
・
の
ふ
ら
4
毒
の
、
君
、
・
・
適
切
。
も
の
。
；
。
び
。
、
3

轡
4321

A問題囹二説明的な文章を読む

ア
ル
カ
リ
性
の
洗
剤
で
洗
う
ご
と
。

高
温
の
お
湯
で
洗
う
こ
と
。

中
性
洗
剤
で
洗
う
こ
と
。

ぬ
る
ま
湯
で
洗
う
こ
と
。

胸

’
「

∂

「

睡繋絵表示の内容に加えて気を付けな1ナればなら旧いこととして勘ものを選歯する

囲3

、

「

9



．

、

／

・

、

【中学校国語】

国
謹
．
嚢
熟
箒
ゼ
窒
畜
の
野
み
£
の
護
。
奪
す
．
・
れ
姦
隻
あ
お
裂
に
量
寒
い
．

（「美しい日本語とは・」）

大岡玲さ＾×

　　檀ふみ鮎

羅麻
　　》・

大
■
　
ニ
ニ
何
年
も
覧
「
日
本
沓
が
奨
し
く
な

い
」
．
あ
る
い
膣
「
日
零
人
の
言
藁
が
鼠
れ
て

い
る
」
と
い
っ
た
議
論
が
多
い
よ
う
な
印
象
ぷ

あ
り
ま
す
畠
で
も
．
「
夷
し
い
日
本
踏
一
と
い

う
そ
O
「
日
本
語
」
っ
て
い
O
た
い
い
．
つ
の

「
口
本
語
」
な
ん
想
ろ
う
っ
て
、
い
つ
も
疑
闘
．

に
皐
う
ん
で
す
．
，

篠
瓢
腫
今
、
テ
レ
ビ
書
嫌
で
「
万
葉
襲
」
．
を

驚
ん
で
い
る
ん
で
†
が
亀
五
七
讃
の
大
和
貫

目
9
て
と
て
も
盤
し
い
ん
で
†
ね
。
a
を
魔
む

た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
。
†
ぐ
さ
塞
馬
撃
校
の

毛
先
叢
か
ら
お
し
か
り
O
超
手
縫
を
い
た
荘
き

ま
し
た
。
「
実
に
粥
け
な
い
．
「
塗
毒
ら
れ
る
一

を
「
生
匙
れ
る
一
な
と
と
露
ウ
た
ら
．
あ
む
た

腰
醤
億
．
鼻
で
陰
「
塗
9
ら
れ
ま
せ
ん
ヒ
，
．

て
●
そ
れ
，
ら
フ
り
抜
塾
露
窺
」
が
気
に
な
っ

て
．
気
に
麿
っ
て
・

六
一
　
曇
ろ
し
い
（
蔓
》
．
で
も
、
い
い
兜
盟

で
†
自
．

纏
　
は
陵
盛
鋤
し
て
い
斐
し
浄
ら
れ
て

い
な
か
9
た
ら
．
一
生
気
曾
か
f
に
使
9
た
で
、

し
二
う
か
ら
．
そ
う
そ
う
、
「
し
か
6
」
と
い

え
ぼ
や
よ
く
「
驚
生
に
墨
ら
れ
た
」
と
魯
づ
1
7

払
ど
・
「
墨
る
」
⑦
睦
感
愉
0
爆
艶
で
、
疋
し

く
は
「
し
渉
ら
れ
た
㌧
そ
う
倉
回
一
礎
産
さ

ん
に
戯
わ
り
ま
し
象
．
「
食
べ
逓
解
で
ゴ
メ
ン

†
サ
ィ
」
は
．
‡
塞
な
ら
ば
「
い
た
躍
置
立
ち

で
す
み
毒
ん
、
気
ん
な
畷
し
い
露
竃

る
と
穣
え
て
く
だ
さ
O
た
0
も
金
田
一
究
生
で

し
直
・

大
同
残
し
て
い
き
た
い
ご
瓢
う
聚
し
い
δ
倉

は
亀
偶
や
人
が
観
籔
酌
に
艇
う
べ
8
で
t
た

た
し
・
離
劣
も
あ
る
・
属
9
航
れ
魯
い
8

竃

欧
轟
の
宜
隠
に
員
1
7
な
い
リ
ズ
ム
じ
が
あ
っ

て
・
で
も
．
窺
頴
は
縛
代
と
と
も
に
費
わ
り
ゆ

毛
⑦
・
曾
の
霞
壌
が
い
い
と
ほ
、
　
一
厩
に
は

い
え
宮
せ
ん
ね
．

穴
周
今
．
孤
た
ち
∬
使
っ
て
い
る
共
遜
騒
と

し
て
の
0
零
語
は
、
q
面
以
降
、
H
本
人
O
す

べ
て
が
珊
解
で
8
る
概
讐
の
鋸
血
が
名
翼
に

な
っ
て
．
国
蜜
⑦
目
与
も
あ
り
な
が
ら
珍
俸
ら

れ
τ
毒
た
も
の
で
す
よ
ね
，
そ
0
儲
肇
．
今
で

”
日
黍
田
で
醤
ぶ
週
じ
ヤ
．
正
書
弍
畿
齪
さ

ん
が
滋
，
し
宇
，
て
い
る
よ
う
に
．
登
の
言
蒙

よ
り
．
「
避
じ
る
」
と
い
う
直
で
陣
乱
れ
て
い

な
い
か
も
し
れ
な
い
。

櫨
　
な
る
ほ
ど
。
『
峯
爵
は
ま
だ
鷺
展
鑑
上
．

寛
蔑
彫
で
は
な
い
ん
で
†
ね
．

左
閂
　
そ
れ
に
「
鷺
壌
の
蔑
れ
」
を
填
く
風
溺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
ト
　
し
コ
サ
　
ゆ
　
コ
こ

は
．
曾
も
あ
。
皇
し
た
．
醗
少
鞠
召
健

「
讐
も
一
の
な
か
で
・
齪
撒
凱
爾
睦
「
溜

り
ユ
さ

出
軍
一
〇
な
浄
で
．
「
言
歳
の
疫
翫
」
を
轟
い

て
2
す
．

戴
を
便
う
と
．
「
そ
島
．
肯
7
」
O
て
気
重
ず

　
い
雰
嘱
気
に
な
る
．
、
予
髄
披
に
適
り
て
い
た
こ

ろ
譲
繋
蓼
と
い
う
鰹
鞍
と
自
に
し

た
ら
．
「
そ
聾
温
？
臼
β
星
‘
き
・
「
ヱ

と
・
9
江
さ
醜
雲
し
た
・
鳳
嘆
な
み
と
な
も

韻
し
い
訂
痢
は
複
義
る
よ
う
に
な
0
て
い
2
町

蟹
だ
，
ら
み
ん
な
．
圃
じ
よ
う
な
塾
し
い
8

顕
で
食
訴
し
て
い
る
の
自
．
電
卓
の
中
で
習
い

人
0
食
翫
に
耳
を
蟹
一
7
て
い
る
と
．
講
こ
え
て

く
‘
の
絵
、
「
ヤ
パ
い
」
「
マ
ジ
」
「
ウ
ケ
る
」

0
3
つ
だ
ゆ
一
集
》
‘

塞
屍
　
亘
竃
の
昌
れ
よ
ウ
も
．
使
う
雲
霞
の
救

μ
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
か
大
匙
な
認
羅
た
と

い
う
気
μ
し
雲
幽
㌦
感
切
を
坦
分
化
し
て
伝
え

る
こ
≧
が
．
で
■
な
く
な
9
て
い
る
の
で
し
二

う
ね
●
撃
生
壼
見
て
い
る
と
，
貨
案
を
康
う
こ

と
砦
鰯
が
9
て
い
る
霊
う
に
見
え
馨
す
．

a
ど
と
て
か
し
ら
？

占
公
岡
　
樟
子
を
う
浄
び
い
な
甥
ら
．
（
ん
な
と
．

岡
じ
言
癖
を
使
う
こ
と
が
管
全
簾
躍
と
恩
う
O

で
し
二
弓
．
そ
の
籔
飛
・
一
つ
の
君
葉
に
い
る

．
ん
壱
奪
瞭
を
込
め
る
よ
う
に
な
っ
た
・
だ
浄
ら

　
「
ヤ
バ
い
」
「
マ
ジ
一
「
ウ
ケ
る
」
ば
浄
り
郎
恨

量
　
る
ら
ら
．
今
と
全
く
隅
じ
で
す
ね
畠
凪

は
・
翠
か
庭
は
や
つ
埼
レ
多
エ
ス

重
ン
的
な
空
方
、
§
み
た
い
な
エ

「
O
O
，
て
6
じ
り
・
」
と
．
鵡
尾
を
や
雫
上
げ

る
の
が
気
に
な
る
ん
で
す
回
れ
ど
．
大
口
さ
ん

ぷ
最
近
．
認
き
蓉
し
く
感
じ
ら
れ
る
日
案
避
い

纏
あ
り
更
す
か
．

六
飼
　
あ
る
と
い
え
催
あ
る
ん
で
†
ガ
亀
六
学

で
孚
生
脅
殖
賢
し
て
い
た
り
す
る
せ
い
で
．
早

ぽ
論
理
雲
量
に
「
気
に
し
な
い
」
モ
匪
ド
で
防

御
し
て
い
る
か
も
し
れ
嵩
せ
ん
．
髄
え
ば
．

「
白
い
し
い
」
と
い
う
表
城
に
「
ヤ
パ
い
一
を

燈
う
子
が
い
る
と
．
そ
の
塩
は
瓢
も
ロ
修
し
で

霞
O
た
り
し
ま
す
垂
も
ち
ろ
ん
学
生
棚
手
以
舛

に
幌
う
こ
と
は
あ
辱
ま
せ
ん
が
．

檀
　
「
．
ら
円
円
言
建
」
に
う
い
て
櫨
？

賢
聖
　
時
ぐ
腫
れ
ま
す
が
、
造
本
は
侵
い
玄
せ

ん
．櫨

　
実
陰
．
，
レ
ビ
に
出
始
め
の
こ
ろ
、
番
楓

で
「
食
べ
れ
摩
か
っ
た
」
と
遷
緊
し
て
し
ま
0

b
れ
る
．
二
う
に
な
っ
た
ん
で
す
，
言
毒
の
あ
い

杓
い
化
現
象
と
い
え
蓑
す
ね
．

且
虐
襲
っ
て
・
0
牙
の
感
飾
を
・
か
く
分
排

し
た
り
彪
心
し
た
り
†
6
遮
具
で
も
あ
る
の
に

ね
9
今
ど
ん
な
気
搏
ち
ひ
．
「
て
は
雲
る
貧
事

を
課
し
て
い
か
な
い
≧
．
臼
9
の
心
の
状
襲
も

分
浄
ら
な
く
な
O
て
し
唱
う
が
も
し
紅
な
い
●

犬
儒
　
現
代
は
畢
日
拳
錘
が
賓
し
い
・
委
し
ぐ

な
い
と
い
う
画
題
傲
鯖
に
噛
實
毒
そ
の
も
⑦
を

駈
塞
く
優
う
こ
と
か
で
毒
な
く
な
，
た
噂
代
な

ω
か
も
し
れ
な
い
5
亀
人
と
冒
顕
に
よ
O
て
渉

ゆ
わ
，
て
い
く
と
い
う
作
婁
を
し
な
く
て
も
．

な
ん
と
な
く
あ
い
ま
い
で
債
ん
で
し
ま
う
杜
会

賦
艮
と
も
い
え
る
●

櫨
薪
い
人
に
気
付
い
て
し
ら
わ
な
く
っ
ち
Φ

ね
璽
も
っ
と
う
ま
く
使
え
る
よ
う
言
黎
を
鍛
え

な
奪
，
ダ
メ
廻
っ
て
．

　
　
　
　
　
　
函
「
壌
し
い
H
零
爾
と
ロ
、
に
＆
ゐ
。
－

隔
陀
↓
　
会
墜
噌
窪
．
亘
隅
？
三
曹

（
儒
2
”

（
症
3
層

径
↓

」
ハ
■
7
9
二
兀
’
●
ン
■
ま
甲
0
あ
6
5
の

鰯
尾
曹
上
げ
．
膿
手
に
■
ね
る
濫
う
に
要
望
象

る
需
い
力
鱒

　
闘
健
庄
力
・
こ
こ
で
陰
．
み
ん
■
と
鳳
じ
書

事
響
腰
う
二
と
倉
9
議
す
る
二
う
O
々

　
■
撃
φ
春
願
璽
Q
に
あ
ウ
て
“
轟
密
し
も
二

㍉

一
口
U
蛋
蓋
た
琴
の
響
ん
窪
艮
．
二
〇
養
0
等
ぢ
§
’
霞
蓼
蓋
し
’
、
望
；
．
言
便
斜
を
弱
し
奮
2
し

で
最
も
遼
螂
な
も
O
■
。
眞
の
1
参
ら
4
玄
で
O
中
ひ
も
一
つ
躍
び
O
さ
い
●

t324

大
属
さ
ん
0
穏
醤
に
賢
闘
を
零
と
上
巴
費
灯
な
蓄
湊
応
し
て
い
る
・

占
公
肩
さ
ん
ω
鷺
唇
麿
否
足
し
禽
上
で
．
こ
四
日
ら
0
魯
0
汐
臼
讐
快
め
て
い
6
．

さ
隔
£
の
喬
8
葎
重
め
た
上
℃
，
量
覧
属
目
て
聾
蓄
轟
て
い
聖

実
闘
さ
ん
⑦
奨
醤
に
概
虞
し
尭
上
で
．
二
人
0
山
武
O
凹
目
幽
禽
餓
2
し
τ
“
る
．

二
塗
は
．
二
人
⑰
醤
鍛
が
ど
0
考
陪
蚕
ヒ
て
い
る
浄
蓋
し
た
、
0
で
零
［
H
冒
入
る
雷
富
と
し
蚕
遼
鱒
を
も
O
を
．
あ
と
の
一
，
ら

　
4
重
で
0
申
び
ら
一
つ
鯛
ひ
0
9
い
ひ

月
零
隆
⑦
暑
吏
ド
験
れ
て
．
曾
の
質
躍
や
燈
浄
ら
纏
贋
磨
醜
て
い
る
實
躍
0
曳
れ
な
ど
に
O
い
て
鷲
し
て
い
轟
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
釦
．

量
萎
一
壱
茎
萎
薯
て
い
亀
．
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
釦

便
う
8
嚢
O
量
拶
少
塵
《
壱
。
て
い
る
こ
皇
△
げ
て
．
一
に
つ
い
て
暫
し
て
い
る
．

　
　
1
　
言
霧
0
あ
い
2
い
儘
翼
象
噛

　
　
2
憂
墜
簿
上
に
あ
る
闘
叢
盲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
響

　
　
3
、
臓
題
酌
に
便
う
べ
皇
冨
離

　
　
4
　
石
本
墨
の
も
0
り
躍
▲
畠

．
三
こ
り
鋤
養
盆
オ
突
蓼
亀
は
．
．
一
ひ
ら
ど
？
う
雪
層
O
讐
い
カ
ε
象
い
と
Ψ
漏
手
，
．
虞
⑦
議
鈴
－
，
a
儲
3
隠
し
た
び
，
「

　
あ
な
た
O
奪
4
■
盈
7
鰹
隠
書
…
い
9

　
　
な
亀
蔑
み
鑑
し
て
塞
章
糞
い
と
8
唆
二
零
0
響
鱗
し
澹
り
鼎
闘
に
8
8
聰
え
発
ヒ
τ
も
ゆ
壕
い
蟹
せ
曳

、

対談を聞くB問題団

一頃

鮭
銭
で
。
大
胴
9
曳
響
瓦
⑦
い
f
輩
の
書
5
一
て
，
《
．
芝
．

こ
鳥
浄
ら
偵
，
｛
い
●
た
い
曾
雪
の
駕
ひ
毒
げ
…
駈
≧
9

（
‡
百
工
．
璽
　
志
薯
？
サ
ミ
ち

鷺
　
左
0
静
は
．
下
書
8
に
輝
9
三
2
い
重
せ
ん
．
鶴
舞
曝
曇
f
蟹
言
川
儀
に
●
魯
塗
魯
い
・

一

’

固爽　　　．・．．　’　　　．　　　　　・　踊鰯『奪§
一　対談での発言の役割について説明したものとして適切なものを選択する

二　対談の展開を整理したものとして適切な毛のを選択する
三　これからどのタ・うな言葉φ使い方をしたいのかを具体的な言葉の例を挙げて書く

　　　　　　　　　　　　■．、
’

，

納得した。先日、本を読んで

言葉を積極的に使いたい。

　　　　　　　　（116字）

こ
　
、

一
　
冒
》

と思う美しい言葉は、個々人が積極的に使うべきです。」という大岡さんの発言

いう言葉を初めて知り、やわらかくて美しい言葉だと思った。このような美し
い
と

　「残していきた

いて「たおやか」

圃
一　　3

二　　1，

三　　（例）

，

へ

10魑・

．
’

、



【中学校数学】 げ

A問題回　（1）平面図形の基本的な性質■
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　囹次のα）から（3｝までの各問い1ご翫なさい・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　U）・下の①，②，③の手順で，直線εに平行な直級甥をひきます。

．
2

．
枷
’
．
．

　
㈲

　
親

爺
磯
．

①　直隷2に合わせて．

　　定規｛あ）を置く。

　　　　　　　　　　£

綴織
定規（い）

②　定細くあ．）に合わせて．

　　定規（い｝を笹く。

③定規（い｝を動かさずに．

　　定規（あ）を定規〔㌣、｝に

　　沿って動かし、直線甥

　　をひく。

　上の①，②，③の手瓶では，直線εに対する平行な直線ηfを．

どのようなことがらを根拠にしてひいていますか。下のアからエま

での中から正しいものを1つ濯びなさいす

　ア　2直線に1つの直線が交わるとき．同位角が等しければ．

　　2颪線は平行である．

　イ　2直隷に1つの直線が交わるとき」錯角が等しければ．

　　2直線は平行である。

ウ　1つの直線に垂直な2直線は平行である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　工　1つの直練に平行な2直線は平行である？

魎　　　三角定規による平行線の作図について，正しい記述を選ぶ．

圃
ア
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【中学校数学】

B問題回情報の適切な選択と判断『（スキrジャンプ）

回1998鯵熟破咲さんは、こ．の年に行棟媛財リンピ，ク

　で日本チー義が金メ．ダルをとったスキ←ジャ．ンブ饒技に高目をもちま

　した．こ⑳幾嫁では，爪んだ距離め大さ．さと婁勢の奨しさを競います．

　美咲さんは．このときの日本チームの
ほもセ　のきすニ　　　　　　ゑ　の　かずぽも

蝋田雅．彦選手と船木和喜選手の飛んだ距

’簾の記録について調べました。下の2つの

ヒストグラ．∴は．1998年シーズンの長野

オリンピア．クまでのいくつ．かの国康六会

で．二人が飛んだ距離の配録をまとめたも

のです。．た‘えぱ．このヒストグ．ラムから‘

二人とも1C5皿以」ヒ110m未・澱の匪i離考．

3． ���ｷことが分かります．

　原風還手。記録
儲）

⑩

．嶋　．70　75　80　85　～勘　播　LOO重051LO監旙巳勾皿5竃30聖35回0｛齢

　磐木還手。記録
倒。．’

鱒

次の（1｝．〔2）の各問いに答えなさい。

（1）前ページの二人のヒ．ストグラムから．凍田選手と紛木選手の飛ん

　だ回数が岡じであるζとが分かり．ます。その國数を求めなさい。

（2）美咲さんは．もしこの二人がもう1園ずつ飛んだとしたら，どち

　らの選手がより遣くへ飛びそうかを，二人のヒストグラ云をもとに

　考えてみたいと恩いました。

　　二入のヒストグ，ム．を塊鮫して，そこから分かる特激をもとに．

　次の1囲でよ吻逮くへ飛びそうな選手を一人選ぶとすると．あなた

　ならどちらの選手を醒ぴ塞すか。下のア，イの中からどちらか一方

　の選手を遺ぴなさいgまた，その選手を選んだ理由を．ゑム燃

　『一説明しなさ映．どちらの選手を選んで説1
　男してもかまいません．

7　原田選手

．イ．舶木選手

＼
、
脇

一　噂　一一　一　　．

　　　　　　　　　　　　　　　ヒ．固麺函．．』　・．．．・6’η稗醐騨馴。“畢燭聞恥鵬細

・（．1＞　原田選手と玲木選手の飛んだ回数を求める

　（2＞．．次の1．回でより遠くへ飛びそうな選手を選び，その選手を選んだ理由を説明する

圃
（1．）

（2）

20

説明（例）ア　原田憲手の記録の方が船木選手の記録より130m以よの階級の累積度数が大きいので，原田選手の方が次の1回でよ

　　　　　　　　　　　．り遠くへ飛びそうな切手である。．だから，原田選手を選ぶ』　　　　　　　　馬

　　　・（例）イ　船木選手の記録の方が原田選手の記録より範囲が小さく，．階級の中央の値の大きいところに記録が集まっているので，

　　　　　　　　　　　船木選手の方が次の1回でより遠くへ飛びそうな選手である。だから1船木選手を選ぶ。

■

12



【中学校理科】

団 第2分野 （生物的領域）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　ほ田赫さ棚ダ舵ア甥エルにつ・・て・真継んは
　テユーり7ブについて．それぞれ自由婿究に取0組み．

　　量・表用ポスターを降戒しました●

　　．次の〔のから161の各閲いに答えなさし㌔

一国，簗歩さんのポスターの一毎です・

1・盤

ポスター董使った鑑寂

■一次は．真集さんの1つ目のポスタ，です・

メダカとアマガエルの子｛8た塞じ，（し，セ胃てよう

た
覧

ふ

　　　　　、　　　’
　　、

髄一　　　　　　ノ　　　刷口

塞鱈1　‘メ．ダカ｝

　　　金溺
　　　　ち

，准

／水

水掴2藍アマガエルの子｝

邑

　
　
　
　
　
　
　
、
ノ

　
　
　
　
　
し
、
　
　
　
　
！
・

　
　
　
＼
L
、
　
　
　
　
！
！

b
㌦
、
．
生
，
の
”
猷
学
喧
髭
に
　
　
　
．
U
P
げ

、
ピ
竃
て
電
堰
量
費
＾
る
同

醐装置
　1

　　　　　　図1　　　　　　　　　　　　　　　　　図2

寡の近くで．〃舵アマガエルの子四つ5，亀まず．剛のエうに2つの細

にそ」しぞれ水を入れ．電内で蔽して鯛資することにした．

　次に載壕を整えるため，図2のようト：8　　1には　霞　　れ　　ロ逃凱で

笹神7マ撫ル研博しが甑てさたので・縁醐に価既遭い
と準え．b　　2には石　　れ・　　　に痘る・　をつ　　た

チューリ7ブに題子隠で8るのだろう浄

テユー，ガは．】働ら惚てるので種予がで5ないと思っていた・でも・晶機

改艮†る巖は．入ω手で重鮪させて鵠予そっく。ている5

　チ轟＿り，ヴのように花を咲かせる楓鞠比［玉＝］が皮憂して盤子になる・

予ユーり7プの　にガ　にあ　のだ　うカ’

ｪ6臨で．がく陸ないように見える9　　　　　　　　　　「　　　　　曾

ｵかし．外鰯の3虞はがくだった

烽ﾌが死orらOエうな瓢と匹に驚に

ｵたしの把と考えら」Lτいる．

@チェーり7プの花のつ《りそ

ﾇrr竪武国飢インターネ，トで

ｬfr塾紅ていた哩13⊃．このように

b式図で景，と．花の描率的な

導
1
チ
ュ
ー
り
ン
プ
の
花

　　　めしべ

�｣ ．
－

チューり7プのπの圏価畳

繧ｩら見氏ときω優弐図

・つくり幽虞よくわかろ冒 ■3

F
‘
●

E
　
幽

．
ヒ
　
‘

｛3｝上の瓢トの〔茎コに入る正い・ものを・下のアォ’らエまでの申から1っ

　湿びなさし㌧．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

ア事﨟@ イ与翁　 ウ藍葦　 工やく

｛4｝次の目4は．アプラ†の正を分酵し麟に並べたもので†・アブラナの花のつくり

　を．興3にならって表すと，とのような慎弍図に壱りますか．正しい爆穴国を．

　下のアから工までの中からしつ運びなさい◎

6
嘗

～
呈
‘

聖噺
圓
望

ヂ
嘗
彗
躍
・

　
蜜
月
謬
u

へ
》

瞬
”

、
　
　
”
．
腔

r
k

O
・

べ
．
Y

　
鴨
‘
㌧6δ

　
髭
り

外側一闘唱唾＝一噛一口心

一　次は，夷華さんの2つ庭のボスク噛で↑●

　チューリ7プO花が開くのは弼に関俸しているのだろうか

　【塾剛

　チニー1，7ブの切り花を托σんに生睡て

鱒に鯵つたと二ろ．国50ように．花は

13剛二は闘いていて．21時には閉じて

いた・疑隣に」巴い，甕10ように腔履した・

　13噂と2L鱒の遼いは，日工と寵温で

あ。たので．「チ6」一リ，プω花型口くには．

」しで汎促が岡係†る」と干雄して調くる

ことにした，

1方法1

　花が凋じているチニーり7プを生罐た

｛うの花びんAからDを用猛†る。晃と‘

温度の爺昏を驚え．それ凱外の象跳は

開じにし，　し口らく時四をおしbた径に．

花の状爆を鵬†る噂

【結景1

実験の鴛暴を豪2にまとめ鳶●

〔9工睡のよ忙して．目刺二増？モうとした棚の舘鰭純さい・また・
　このときの水軍の行っているはたらきを何といいますか○その名株を書きなさい． 図4

隔訓
←配臨よ

脚下脳・の昂に．腿馨る鵠分をつくっ日曜鱒臆い・ただし
　アマがエルのチと銭の　れ」「れについて　　　の　かたヒ生9　　に　　・させて

　血さなさい．

ラ＠
工

参
｛↑

E
・
と

冬
ウ

ラ

蕊
）イ

ー
》．？
・
↓

《
ア

㈲拷尉の［ココ．［Z］にλる田野切なものを，それぞ好の7からウ

　までの中から1つ置σなさし、

魎（1．）「知識」

　　　　　　　　永草の働きの名称と発生する気体の名称を答える

（5）「活用」

　　　　　　　　　　「チューリップの花が開くには，温度が関係している」

（6）「活用」

　　　　　　　　チューリップの花が開ぐ温・度を明

Y　　7　A　　rr　8　　ウ　C

Z　7　3　　イ　C　　ウ　D

⊂6⊃1回国1の口E同門を翼べるために・4つの瓢屡を盈定し貰臓聖行うと†る

　なら鷹それ．ぞれ何℃に腫匙するとよい「汁か・設定†る颪度を」購

　騰宙さ象さい・

という考察の根拠となる実験結果の組合せを選ぶ

らかにするための追実験を計画するに当たって，実験結果の考察から設定する温度を答える

圃
（1）

（5）

　　（6）

物質の名称

Y　ウ
　（｛列）　「12，

酸素

Z　イ

水草のはたらきの名称

14，　16，　18」

光合成

‘
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」

【中学校理科】

回第1分辱（物理的領脚
　　　　　　．　　国厳さ徽鞭鰍規．匡D聯概ダ什＿ド函肌焔紛L即

　　　　　　　　　ラ幼に蘭遡牲的璽¢蛾が齢塾玉蝿こと鯉鈷亀

じ

魎（4プ「．活用」．

（5｝「活用」

（6）「知識」

　
　
　
　
　

　

囲
絶
⑯

．． @’　i謡謀享1
　　　　　　．．．…『……・…liii・1

そこで晶喪さんは．白酒電環と1．εD電聴困れぞ跳

躍費ナる電力を．自得震館で鋼ペセいと累い，髭噸に

のしぼしたり

姓鵬．

ｩ鶴一一．　を使ってモγ身獲験をするようド．
7r／9イスをしてく与雲した●

駅の¢1，オ隔ら⊂6う0各闘いに答えなさ、㌔

圃

一
冨
ら
し
O
鐘
込一

　　　　　　　　　　　回団

　　　　　　　　　　　　1園口「　　鋼日畦」「イ8－pr

．目圏■圏■■鍛脚に，島舞5んは．震簑1●行」確した．次は．毛0レ潔一団一鶴でナ．

園艇し’て鹸さ繊邸廻鞭脚イオード。・肌て勲1と
　　詞橡に震験2魯行し．b雲した6凍は．ぞのレ翠一トの一瓢です．

曲・・…・…一・禰・趣奮㊥

　　晶知見鷺壕と航ダイ珍一ドに互一

　　　倭二巴ろため隣工二八蜂しく書幅しなさ㌦　　．

　　匿躍■．

　　　　ダイオードが二日†6電力を計晒して比べると．臓患ダイか一rの万∬［x］

　　　　ように」臼a電隷とLED島廻r恩タま・LED電離の方が省エネの駄卸』8［＝1＝］

　　姓瞭醜と」でも・Lε0題の寡・片開絢舩が1コと吋捻を尉
　　　　には．1創口置［Z］の自急電縁とLRD電遺嘱比べる愁畏ぶあり塞寸よ．

　　　　螂肖6［Z］と書いてあるのを見たことがあり2す．

　　㈲上・餅の国に幽いも山下の7棚．誌卿払、P選。

　　　なさい　

．　　7明‘讐　イ甑　ウ重さ　工脳

一甕験を貸えて．昌夫さん膝号宅し2した階そして．自宅で白爵電母を盤用している

嶋所と零匙溌を瀦べ．次の国4のよう1こまとめました雪

　｛5，紬糞さんの家では．便用†る働断壱どに適した9W⑦LED竃琢⊂白趣電翠60W彰

@　棚塾として山霊｝を1側購入し．60Wの自塾電像と交換することにし馨した．

　どの尋斎⑦白鶴電聴をLED電厭に交換すると・一ことが
　で匙2すか・墨4の7から工までの亭から1つ遺びなさ、・．また．選んだ翼由を禽惑

　なさい。

　〔61島たさんは。60Wの置型電琢と9WのLED電球を．それぞ拠1時闘使珊†る

　場台に鑓費する電力最の凝を乗めることにし窟した．これらO電力鼠の輩は傷kJ

　で†か．式と答2Lを轡きなさし㌔ただし，　1000」81k」で†．．

白熱電聴とLED電球で，省エネの効果を比較する実験を考える．ときに，必要な条件を選ぶ

白熱電球をLED電球に交換するときに，消費する電力量を減らすために最も効果がある場所を選び，その理由を説明する

白熱騨L巨D電器．それぞ相噸使用ずる場含に・消費する電力量の差を求める式を書き，電一石を求める

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　髄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　．　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

ア　、

工　　理由　　（例）使用する時間が長いから。
式　（例）（60Wx3600秒）一（9W×3600私）　　答え　183．6（kJ）

、
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【中学校理科】

回第2分野（地学的領域）
国・・匿町回嵩繍搬霊藍織諺謝三

川。ζ1｝かり‘6｝の各匹いに餐えなさい．

圃　廓包a先生から・亀層を醸蟹†るとさ「心＝！点に

　つ」して．謀のよるなi見刷さあリユした●

胴蒙累怒暑長ろ

乏の醜も㎜の圏薮を行い響した‘図3口，匿1のタ…印で示した稗さに臨蘇し亀

そ丸ぞれの嘱回の‘う寸を表した』のてヒ「．

鷹講襟脚灘縷
iセ躍躍」重†．さらに．雄噺の厚さや鑑なりフ7などを鵠し∫皿鰻しぎ「rヴ
し

m上城獅物【＝］．巨コ1二入る過鵬碑を・それぞれ下り

7．　イからい⊃選びな5い○

　A　　7　し■う画　　イ　翫層　l

　E　　7　影

編垂蓬
　　　　　ロ　
二規泌し嫡靴もと‘：・齢工う‘二考肌糺た・，

国1画面痴話読れらの脚封転出
軋2｝上の”．畢んa舜撃ω【＝互コに人6正しいもωを．下の　　　　　　瓢さん

7鮪 uまでのΦ価P潮びなぎい’

ア　北より圃　　　ず　齋より窪　　　ウ　聖より西　　　↓．茜より嚢

影回凹し藍
　　iもう一曜L均曙。つながり申ら琴えてみ享し3う．　，　　　先生

　コおコのロやムぷについてロ　はまのようなエリをしました　

．灘難！証

囮国臓増刊5つ棚口叩ら・の噛駈舷比獄齪†・
　　は乙めに圏点Pに行塾，会㌫のよう†を匹蟻し■した。国2匙鎗堂P撃ら

　瓢の万臼を見たよう†を轟しなも⑳です冒こ0鰻慰均の特血について・先生

　から次のことを腰」してもらい皇しエ；3

．1夏溜・．…L属響。叩6

　　紬．盈邑』
　　　　　6　　柵，
■　馳　■1しそ鵬。」i瓢r｝肩で畳懸も舘陶bを漏kもて」・る・

　　　巴1

　
e　　二σ9畷空均。亀　　は瀦じ

麹8に肖いていて．断矯？

しのう画はあ“　2せん・

∫た，5つ⑦露割で農雲れた

亀顯薗ホ￥で†，
備戴画。＿書上に鹿三る

陰駈はローム範で†昌
二の甜寧協の9一ム騎8む

汽山戚なとが置1ヒした
もので†9

＿　一＿鰺＼黒」無遍〃ト斉

‘4，図4は，回内のある火山の剛火による

火山灰の丈がりを趣定したも0．で†●

火山灰の広がりは、主に西から窟州吹く

上§の彊い凪の彰饗を岱曾てい重†．

　下の■凶国で．F口観8踊」　Q陰中撃腹

の位置色疑してい三寸●四二亀から見まし6

コ口Iし　P　｛鰻丁丁，．0｛目撃富ひの匠口

0闘係セ巽している慶も遣切な画のを・

陪4を費考にして．下のアから工塞での

申からしつ選びなさい●

・1㌧彦三尋響＝；

　侮一　　　　666一　　　　　‘
　4r曹一一．一，「　　　　　　‘

真山　“、r～　　　　　　　’

．L＿」＿＿」
0　　　　⑩」■

9直刀‘oa債睦．ある鴫嚢b¢隔睡晦

■ら，塵燃螺置幟

【翁火山活融が歯兄超。た鱒聯0餌堂賦少奪くとも請田≧審えられ塞塗遺、

最も逼切なものを下の7からオ卓での巾からkつ選σなさい．2た．

”匙をを0よう1二．蓄えた瑠釦を露5なさも、

7　口回　　　イ　2圏　　　ウ　3騒　　　工　4回　　　才　6目

團熱灘i灘濁蘂
　幻さん
　　　幽i盤面聯莞曇

樹上の牲傭の巨ユ匡］臥載しい D・．

謄一鯵、

　　　へゆ1。胃㎞　颪・

囲瞥灘羅心当麟
　　　際欝薗疏丁丁ご・茎さ著誰昏
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圃
　（2）　ウ

（3）イ理由（例）1つの・一ム層と1つの凝灰岩層が早られるから・

　（6）　二酸化炭素
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【中学校理科】

回 第1分野（化学的領域）
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（5）

（6）

　
）

辱
．（5）

（6）

和宏さん「知識」

　　食塩水のようすを，

望さん「活用」

食塩の粒子のモデルで表したものを選ぶ

　　液体のようす（上部が水，

r活用」

下部が食塩水）を，食塩の粒子のモデルで表したものを選ぶ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

（化学的領域における物理的領域の問題）

二人の考えのどちらが正しいかを調べる実験の方法と，その実験を行ったとき，得られる実験結果として，正しいものを選ぶ

式　（例）

和宏さん
イ、

0．58N－0．02　N

ア 望さん　オ

答え　0．56（N）
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